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はじめに

宇城市は、宇土半島の南半分と北側の一部を擁し、八代海の北及び北西の沿岸部にあたる熊本県の県

央部に位置する。南北に九州を縦断する国道3号線及び九州自動車道、東西に天草諸島と阿蘇方面をつ

なぐ複数の路線が通っており、熊本県内及び九州内の交通の要衝として知られている。

宇城市においては、平成28年4月14日の前震で震度6弱、同16日未明の本震で震度6強の地震が

発生し、その前後にも震度5強規模の余震が多数発生した。また、地震のみならず、6月21日未明に

発生した豪雨災害においても大きな被害を受けた｡これらの災害においては､多くの文化財が被災し､国・

県・市指定文化財117件中3割を超える39件が何らかの被害を受けた。

前震発生後、文化財担当職員は避難所の運営等に従事しており、その合間に指定文化財を中心に被害

状況の確認を行っていたが､すべての文化財の確認を終了するまでには1ヶ月以上を要した。その問に、

被災が判明した文化財に対し順次応急措置を施したが、地震発生からかなりの期間が経過した後に被害

が確認されるものも少なくなかった。

文化財の被害は､建築物､石碑や石橋等の石製建造物に特に多く見られたが､古墳の被害も甚大であっ

た。八代海沿岸地域は、海域を囲む丘陵上に古墳が多く立地しており、確認できているだけでも宇城市

における104基の古墳のうち12基において被害が発生している。地震の規模自体は宇土半島基部の方

が大きく、半島の先端（西側）になるにつれて．、_－。…。…雲．が大きく、半島の先端（西側）になるにつれて

民家等への被害は少なくなっていた。古墳は、

半島基部よりも半島の丘陵上に集中して立地し

ており、そのため地震発生当初は被災規模も小

さいと想定していたが、標高が高い分だけ振動

も大きかったようで、想定外の被害が発生して

いた。
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1桂原古墳（県指定史跡）

（1）古墳の概要

桂原古墳は、宇城市不知火町桂原の標高65

mの宇土半島丘陵上に位置する6世紀後半の装

飾古墳である。直径約12m､高さ4mの円墳で、

南側に開口する横穴式石室を有する。羨道と石

室は割貫玄門で隔てられており、石室奥壁には

石棚が配されている。石室奥壁及び両側壁の腰

石には各一枚の大型板石が用いられ、その上部

には不定形の石材が野面積みされ、頂部に天井

石が配される。装飾は、羨道、石室側壁及び石

棚の19箇所に船の線刻文様が描かれる。

図1被災古墳分布

1桂原古墳2宇賀岳古墳3松橋大塚古墳4塚原古

墳第1号5塚原平古墳6年の神古墳群7国越古墳

8池尾古墳9大道夫婦塚古墳（男塚)10大道夫婦塚

古墳（女塚)11女夫塚12鴨篭古墳（本文説明順）
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